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１
月
21
・
22
日
の
２
日
間
、
阿
仁
地
区
（
小
様
・

笑
内
）
の
高
齢
者
住
宅
な
ど
で
地
元
の
方
や
社
福
協
・

北
秋
田
地
域
振
興
局
・
秋
田
市
・
大
潟
村
・
災
害
支

援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
名
古
屋
・
栃
木
）
の
会

員
等
30
人
が
雪
寄
せ
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
特
に
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
地
域
で
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
全

国
に
呼
び
か
け
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
救
援
を
受
け
た
高
齢
者
の
方
々
は
「
家
の
中
が
明

る
く
な
り
安
心
で
す
」と
喜
び
、感
謝
し
て
い
ま
し
た
。 

　
栃
木
県
か
ら
参
加
し
た
椿
佳
代
さ
ん
は
「
初
め
て

の
体
験
で
雪
は
想
像
以
上
に
重
く
、
肉
体
労
働
。
雪

害
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
活
か
し
ま
す
」
と
感

想
を
述
べ
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

し
た
。 

本
格
的
な
オ
ペ
ラ
を
堪
能 

秋
田
声
楽
研
究
会
第
22
回
定
期
公
演 

　
秋
田
声
楽
研
究
会
（
三
澤
由
美
子
代
表
）
に
よ
る

第
22
回
定
期
公
演
が
１
月
29
日
、
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
音
楽
フ
ァ
ン
が
本
格
的
な

オ
ペ
ラ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
上
演
さ
れ
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
オ
ペ
ラ
と
し
て
作
曲

さ
れ
た
「
泥
棒
と
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
」
、
キ
リ
ス
ト
生

誕
を
訪
ね
る
東
方
の
三
賢
者
と
い
う
聖
書
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
題
材
と
し
た
「
ア
マ
ー
ル
と
夜
の
訪
問
者
」
の

２
作
品
。
日
本
を
代
表
す
る
バ
リ
ト
ン
歌
手
・
福
島

明
也
さ
ん
（
二
期
会
）
を
迎
え
、
地
元
の
合
唱
団
や

バ
レ
エ
団
、
有
志
の
方
も
加
わ
り
、
共
同
作
業
で
作

り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
を
埋
め
た
観
衆
は
、
こ
の
数
ヵ

月
に
わ
た
り
練
習
を
重
ね
た
本
格
的
な
舞
台
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

県
内
外
か
ら
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

阿
仁
小
様
・
笑
内
地
区
で
活
動
展
開 

ふ
る
さ
と
の
飛
躍
を
願
う 

 

昭
和
42
年
に
結
成
さ
れ
、
41
回
を
数
え
る
首
都
圏

合
川
会
の
総
会
・
親
睦
会
が
２
月
５
日
、
千
代
田
区

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
を
会
場
に
約
１
５
０
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
和
田
吉
次
会
長
が
「
ふ
る
さ
と
を
思

う
心
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
41
年
間
続
け
て
こ
ら
れ

た
。
ふ
る
さ
と
合
川
は
新
生
北
秋
田
市
と
し
て
多
い

に
飛
躍
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て

「
福
祉
に
役
立
て
て
」
と
市
に
福
祉
寄
金
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

　
親
睦
会
で
は
、
合
川
出
身
の
歌
手
・
林
る
り
子
さ

ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
や
秋
田
弁
を
交
え
て
の
ト
ー

ク
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ふ
る
さ
と
の

話
題
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

第
41
回
首
都
圏
合
川
会
総
会
・
親
睦
会 

栃木県や名古屋市からも駆けつけ、排雪作業 
に汗を流すボランティア 

日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
む 

　
米
内
沢
高
校
（
三
浦
邦
次
校
長
）
の
伝
統
行
事
で

41
回
を
数
え
る
「
全
校
カ
ル
タ
大
会
」
が
１
月
25
日

に
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
創
立
60
周
年
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
森
吉
中

学
校
３
年
生
と
鷹
巣
、
花
輪
の
カ
ル
タ
同
好
会
も
参

加
し
、
百
人
一
首
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
競
技
は
基
本
を
５
人
一
組
と
す
る
チ
ー
ム
対
抗
戦
。

静
け
さ
の
中
に
、
読
み
手
が
小
野
小
町
や
清
少
納
言

ら
の
和
歌
を
読
み
上
げ
る
と
、
一
転
し
て
札
を
取
っ

た
生
徒
の
歓
声
と
取
り
損
ね
た
生
徒
の
悔
し
が
る
声

が
体
育
館
に
響
い
て
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
古
典
の
世

界
に
慣
れ
親
し
む
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え

た
親
ぼ
く
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

米
高
全
校
カ
ル
タ
（
百
人
一
首
）
大
会 

今
年
の
作
柄
を
占
う
結
果
は 

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
「
雪
中
稲
刈
り
」 

植えられた16株の苗を刈り取り、一株ずつ 
倒れ方を判断し、豊凶を占いました 

ふ
る
さ
と
の
味
「
干
し
餅
」
を
出
荷 

 

阿
仁
打
当
内
の
農
家
の
軒
先
に
、
今
年
も
色
と
り

ど
り
の
「
干
し
餅
」
が
下
げ
ら
れ
、
阿
仁
地
区
の
風

物
詩
と
も
言
え
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
い
つ
も
は

寒
の
入
り
を
待
っ
て
作
業
が
始
ま
る
「
干
し
餅
づ
く

り
」
で
す
が
、
こ
の
冬
は
12
月
下
旬
か
ら
気
温
が
下

が
り
、
例
年
よ
り
も
早
く
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
も
ち
に
は
一
切
の
添
加
物
を
使
わ
な
い
で
、
自
家

生
産
の
も
ち
米
と
自
家
栽
培
の
カ
ボ
チ
ャ
・
小
豆
・

し
そ
の
葉
・
ゴ
マ
な
ど
を
入
れ
て
色
と
味
付
け
を
し

て
い
ま
す
。 

　
食
の
安
全
に
特
に
気
を
配
っ
た
干
し
餅
は
２
月
２

日
、
Ｊ
Ａ
北
央
を
通
じ
て
１
０
０
０
束
を
初
出
荷
し

ま
し
た
。
今
年
の
出
来
具
合
は
サ
ク
サ
ク
し
た
食
感

に
仕
上
が
り
出
荷
作
業
に
も
力
が
入
り
ま
す
。 

サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
に
仕
上
が
り
ま
し
た 

 

大野台工業団地関係者や元海軍飛行予科練習生 
も加わり2000人以上で組織する首都圏合川会 
 
 

真剣な表情で読み手の声に耳を澄ませ、 
目でカルタを追う米高生たち 

主婦が「干し餅づくり」のグループを結成、 
米の付加価値を高めようとがんばっています 

20世紀のオペラの中で最も数多く上演される 
作品の1つ「アマールと夜の訪問者」の一場面 

　
今
年
の
作
柄
を
占
う
「
雪
中
稲
刈
り
」
が
２
月
１

日
、
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
、
畠
山
喜
久
雄
さ
ん

（
農
業
・
綴
子
）
の
見
立
て
は
、
倒
伏
の
心
配
は
な

い
け
れ
ど
も
、
平
年
作
よ
り
は
下
回
る
『
や
や
不
良
』

と
の
ご
託
宣
に
、
稲
刈
り
を
見
守
っ
た
関
係
者
ら
は

身
を
引
き
締
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
先
月
15
日
に
行
わ
れ
た
「
雪
中
田

植
え
」
で
、
苗
に
見
立
て
て
植
え
ら
れ
た
稲
わ
ら
な

ど
の
「
稲
」
の
倒
れ
方
を
判
断
し
、
稲
作
の
豊
凶
を

占
う
民
俗
行
事
で
す
。 

　
今
年
は
「
や
や
不
良
」
と
の
結
果
に
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
者
は
「
い
も
ち
病
や
冷
害
に
気
を
つ
け
、

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
米
作
り
に
励
も
う
」
と
、
豊
穣

の
秋
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 


